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替

市

簿

載

京
都
一
帝
園
大
串
経
済
皐
部
創
立
二
十
年
記
念
論
集

間
島
・
戸
町
・
神
戸
・
小
川
・
河
上
・
河
町
・
山
本
・
作
川
の
潟
ヘ
致
役
宵
像

記
念
設
理
マ
史
講
演
金
古
川
良

司
支
の
仕
介
的
情
城

完
全
議
見
の
問
週

昨
日
下
に
於
け
る
曲
一
「
一
主
計
芳
生
円

市
川
一
ー
や
す
ζ

川
崎
「
〉

-
J
J

H

J

R
バ
/
E
F

山
一
し
た
の
咋
肝
ぺ
ん
に
は
品
川
崎
か
川
町

十
千
ス
の
経
替
共
同
悼
の
川
弐
一
川
及
び
時
治
に
就
て

徳
川
時
代
の
経
州
統
制

信
用
刻
一
冶
と
汁
ハ
の
続
品
川
的
立
川
礎

金
全
国
制
紫
と
し
て
の
再
保
険

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

l
パ

l
の
岡
氏
十
七
議

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
物
限
切
勤
用
論

中
小
工
式
と
市
場

没
限
値
性
却
論
の
成
立

政
策
事
と
し
て
の
日
本
経
怖
感

i

日
本
経
枠
組
干
の
根
本
原
矧

経
済
製
部
二
十
年
そ
岡
山
側
し
て

経
唱
円
車
部
創
立
二
十
年
記
念
経
済
成
ア
命
日
大
命
日
記
事

A

果

報

外
聞
雑
誌
論
忍

法

準

博

士

文
岡
市
市
市
士

mm
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間
間
博
士

明
日
清
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涛
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開
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同
市
平
士

紹
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士

抑
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併
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士

澱
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士

純
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経

済

翠

士

割
問
済
間
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士
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平
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徳
川
時
代
の
経
済
統
制

九
四、

徳
川
時
代
の

経
済
統
制

堀

江

日
本

，4
t
 

:戒

経
済
の
統
制
は
、
そ
れ
が
公
的
統
制
で
あ
れ
私
的
統
制
で
あ
れ
、
自
由
粧
済
の
存
在
を
前
提
と
し
て
始
め
て
一
言
ひ
得
る
事
柄
で
あ

っ
て
、
そ
れ
無
き
と
こ
ろ
に
於
て
は
、
如
何
に
政
治
と
粧
消
と
の
醐
係
が
密
接
で
あ
っ
て
も
、
統
制
と
い
ふ
こ
と
そ
れ
自
身
無
意
味

で
あ
る
。
歴
史
上
古
代
社
舎
は
奴
隷
経
済
の
段
階
に
属
し
た
。
奴
隷
経
済
と
は
主
た
る
生
産
階
級
が
奴
隷
に
存
す
る
粧
持
を
指
す
が
、

奴
隷
は
い
は
ピ
生
き
た
財
産
で
あ
っ
て
、
生
産
手
段
は
勿
論
の
こ
と
身
分
的
・
人
格
的
自
由
も
殆
ど
全
〈
之
を
有
せ
十
、
従
っ
て
統

制
た
る
事
柄
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
中
世
封
建
枇
曾
は
農
奴
制
経
済
の
段
階
に
属
す
る
。
農
奴
は
奴
隷
と
異
り
、
生
き
た
財
産
で
は

な
い
と
い
ふ
意
味
に
於
て
身
分
的
・
人
格
的
自
由
を
多
少
と
も
に
享
受
し
、
ま
た
自
己
の
第
働
手
段
を
所
有
し
、
生
産
手
段
た
る
土

地
の
用
盆
樺
を
得
て
生
産
に
従
事
し
た
。
併
し
封
建
時
代
の
主
た
る
ま
た
基
本
的
左
枇
合
再
開
係
は
、
土
地
そ
媒
介
と
す
る
上
下
王
従

の
身
分
闘
係
で
る
っ
て
、
従
っ
て
農
奴
も
彼
等
に
土
地
の
用
谷
穫
を
輿
へ
た
領
主
と
身
分
的
に
結
合
せ
ら
れ
、
彼
等
が
概
ね
自
給
自

足
的
友
経
済
を
替
ん
で
ゐ
た
こ
と
も
ゐ
相
倹
つ
で
、
今
日
の
如
き
左
右
平
等
友
、
自
由
な
経
済
闘
係
は
重
要
友
ら
や
、
従
っ
て
経
済
の

統
制
と
い
ふ
ζ

ム
」
自
慌
は
無
意
味
で
あ
っ
た
。

之
を
我
園
の
揚
合
に
就
て
見
る
に
、
平
安
時
代
以
前
の
経
済
に
統
制
を
云
銭
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
る
り
、
鎌
倉
時
代
以
後
商
工



業
者
の
白
白
な
る
活
動
が
多
少
と
も
に
見
ら
れ
る
に
至
っ
て
、
そ
の
統
制
が
行
は
れ
、
例
へ
ば
座
の
制
度
の
如
き
も
の
が
成
立
つ
に

至
っ
た
が
、
併
し
、

そ
れ
は
い
は

r
劇
芽
時
代
に
属
し
、
員
に
統
制
が
政
治
上
・
経
済
上
重
要
事
項
と
た
っ
た
の
は
、
徳
川
時
代
に

入
っ
て
か
ら
で
あ
ら
う
。

い
ふ
迄
も
友
く
徳
川
時
代
に
は
、
中
世
的
た
封
建
的
諸
制
限
が
著
し
〈
緩
和
せ
ら
れ
、
金
図
的
に
平
和
が

資
ら
さ
れ
、
城
下
町
共
他
の
都
市
が
委
達
し
、
貨
幣
制
度
が
整
備
す
る
と
同
時
に
貨
幣
の
流
通
量
が
増
大
す
る
等
の
諸
保
件
に
裏
ま

れ
て
、
商
業
は
嘗
て
見
ぎ
る
務
展
を
示
し
犬
。
商
取
引
の
殻
展
付
、
商
人
の
介
入
な
〈
し
て
は
行
は
れ
得
た
か
っ
た
。
商
は
中
本
業
な

り
と
せ
ら
れ
た
枇
舎
に
於
て
は
、
徐
剰
生
産
物
の
最
大
の
所
有
者
で
る
る
封
建
諸
侯
も
一
般
武
士
階
級
も
、
そ
の
販
買
を
商
人
に
委

ね
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
況
ん
や
商
取
引
の
範
園
が
金
固
化
し
、
圏
内
市
揚
が
形
成
せ
ら
れ
つ
込
あ
る
時
代
た
る
に
於
て
は
、
市
場

の
旦
一
地
況
に
明
る
き
商
人
が
商
品
の
配
給
に
任
じ
た
の
は
営
然
で
あ
っ
た
。
一
疋
来
商
業
は
、
例
へ
ば
納
組
徴
税
と
は
異
り
、
幡
実
務
的
危

取
引
で
あ
っ
て
、
総
険
外
的
強
制
力
の
作
用
し
得
芯
除
制
は
側
め
て
少
い
。
従
っ
て
山
同
同
時
の
耐
人
は
、

常:
A 

ti; 
IEIt: 
ヂ;
(0 

'iP 

i出1，
K 
方号

て
も
政
治
経
済
事
訟
に
於
て
も
、

無
用
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
と
は
い
へ
、

賓
際
に
於
て
は
農
民
と
比
較
に
な
ら
ね
程
の
よ
き

待
渇
を
受
け
、
ま
た
身
分
的
自
由
と
経
済
活
動
の
自
由
と
を
享
受
し
て
ゐ
た
。

以
上
の
如
き
商
業
の
裂
建
並
に
商
人
階
級
の
接
頑
と
そ
は
、
経
済
統
制
の
行
は
る
べ
き
前
提
僚
件
の
存
立
を
意
味
す
る
。
同
時
に

一
部
の
人
々
の
い
ふ
が
如
く
純
然
た
る
農
奴
で
は
友
〈
、
中
世
の
農
民
に
比
し
て
そ
の
身
分
的
地
位
は

徳
川
時
代
の
農
民
階
級
は
、

著
し
く
向
上
し
て
ゐ

h
。
加
ふ
る
に
商
業
の
褒
達
に
照
癒
し
て
、
自
給
自
足
経
済
の
範
闘
を
超
脱
す
る
意
味
で
の
手
工
業
が
農
村
に

於
て
行
は
れ
、
然
る
限
り
に
於
で
農
民
も
亦
商
品
生
産
従
つ
で
商
業
と
筏
接
友
関
係
を
持
っ
た
。
此
等
の
黙
を
考
へ
る
友
ら
ば
、
農

村
に
於
て
も
亦
経
済
統
制
の
前
提
が
存
し
た
も
の
と
い
ふ
ぺ
き
で
あ
る
。

徳
川
時
代
白
頼
済
統
制

九
五

拙著「日本望書本主主義昭成立J13買m，'l"参!開。



徳
川
時
代
の
極
端
伺
統
制

九
占
F、

-ー
・『

然
ら
ぽ
統
制
の
主
酬
慨
は
何
庭
に
求
む
ぺ
き
か
わ
之
に
つ
き
先
づ
考
ふ
ぺ
き
は
株
仲
間
制
度
で
あ
る
。
株
仲
間
は
封
建
領
主

ω許
可

に
よ
り
、

そ
の
保
護
の
下
に
あ
り
て
夫
K

の
種
類
の
偉
業
を
狽
占
す
る
組
織
で
あ
っ
て
、
そ
の
活
動
は
自
治
的
で
同
あ
る
の
れ

E
も‘

同
時
に
株
仲
間
内
及
び
株
仲
間
外
に
於
け
る
成
員
各
自
の
自
由
競
争
を
阻
止
し
排
除
す
る
仕
組
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
そ
れ
は
統
制
組

織
吃
あ
る
以
外
の
何
物
件
」
も
な
い
。
併
し
乍
ら
そ
れ
が
公
然
の
組
織

E
あ
る
た
め
に
は
同
鷹
飼
E
の
持
可
を
必
裂
と
し
、
そ
の
代
償

と
し
て
原
則
と
し
て
冥
加
金
を
上
納
し
友
け
れ
ば
た
ら
た
か
っ
た
。

乙
の
意
味
に
於
て
そ
れ
は
完
全
な
私
的
・
自
治
的
統
制
と
は
稿

し
難
く
、
況
ん
や
糸
割
符
仲
間
の
如
〈
、
貿
易
を
制
限
す
る
必
要
上
幕
府
が
許
可
し
た
株
仲
間
も
存
し
、
ま
た
田
沼
時
代
に
冥
加
金

牧
入
を
擦
張
す
る
た
め
に
株
仲
間
を
多
数
許
可
し
た
如
き
こ
と
を
考
へ
る
た
ら
ば
、
株
仲
間
制
度
は
資
本
家
枇
舎
に
於
け
る
カ
ル
テ

ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
如
き
私
的
統
制
と
は
全
く
趣
を
異
に
せ
し
も
の
と
い
は
ざ
る
を
得
泣
い
。

従
っ
て
統
制
の
主
般
と
し
て
考
ふ
べ
き
も
の
は
封
建
領
主
と
い
ふ
と
と
に
た
る
。
そ
の
う
ち
先
づ
自
ら
一
諸
侯
で

b
る
と
同
時
に

諸
侯
の
諸
侯
で
あ
る
幕
府
を
見
る
に
、
幕
府
は
針
外
関
係
に
於
て
は
政
治
的
・
経
済
的
必
要
に
膝
じ
て
外
岡
に
射
し

τ園
を
鎖
し
、

唯
清
・
蘭
二
闘
に
限
り
長
崎
一
港
を
通
じ
て
貿
易
す
る
こ
と
を
許
し
、
而
も
図
人
の
渡
航
を
禁
じ
且
つ
貿
易
額
を
制
限
し
た
。
ま
た

針
内
的
に
は
そ
の
有
す
る
貨
幣
高
権
に
従
っ
て
、
金
座
・
銀
座
・
銭
座
の
如
き
貨
幣
の
鋳
治
を
請
負
ふ
猪
占
的
左
組
織
を
設
け
、
秤

座
・
箔
座
・
朱
座
・
人
率
一
座
の
如
き
も
の
を
設
定
し
て
特
殊
商
品
の
製
油
販
貰
を
濁
占
せ
し
め
、
ま
た
天
領
各
地
に
は
上
述
の
如
き

株
仲
間
を
組
織
せ
し
め
た
。
併
し
此
等
は
一
般
的
友
株
仲
間
的
統
制
を
除
い
て
は
、
中
央
政
治
権
者
と
し
て
矯
す
べ
き
営
然
の
統
制

を
行
っ
た
ま
で
ピ
あ
っ
て
、
首
面
の
問
題
と
す
る
に
は
足
ら
ね
も
の
で
あ
る
や
う
に
息
は
れ
る
。



之
に
反
し
て
諸
々
の
封
建
詩
侯
は
、
株
仲
間
に
よ
る
統
制
の
外
、
更
に
領
境
に
番
所
を
設
け
て
商
品
の
移
出
入
を
統
制
す
る
と
か
、

領
外
移
出
品
に
針
し
て
製
品
検
査
を
励
行
す
る
と
か
、
移
出
向
商
品
の
生
産
業
を
保
謎
奨
励
す
る
と
か
、
商
品
の
移
出
又
は
移
入
商

甘
叩
の
領
内
配
給
を
濁
山
す
る
と
か
、
種
々
の
意
味
に
於
け
る
経
済
の
統
制
を
種
々
の
方
法
に
よ
っ
て
行
っ
た
。

思
ふ
に
徳
川
時
代
、
幕
府
は
殆
ど
全
く
政
治
的
支
配
権
者
左
り
し
に
針
し
、
諸
侯
は
政
治
的
支
配
者
た
り
し
と
同
時
に
領
内
の
経

持
に
射
し
で
も
強
き
支
配
力
を
有
し
て
ゐ
た
。
之
に
附
…
熔
し
て
考
ふ
ぺ
き
は
、
所
領
の
吠
態
で
あ
っ
て
、
印
ち
幕
府
の
領
地
は
大
友

り
と
雄
も
、
全
国
各
地
に
分
散
し
て
ゐ
た
の
に
割
し
、
諸
侯
の
モ
れ
は
一
所
に
集
中
し
て
ゐ
た
。
諸
侯
の
う
ち
で
も
譜
代
大
名
の
領

地
は
、
そ
れ
が
幕
府
の
成
立
後
封
興
せ
ら
れ
た
旧
朝
合
多
き
た
め
に
、
比
較
的
に
分
散
的
で
あ
っ
た
が
、
外
抜
大
名
の
そ
れ
は
頗
る
集

中
的
で
あ
っ
た
。
幕
肘
及
諸
慌
の
領
土
の
斯
く
の
如
き
分
布
欣
態
及
び
そ
れ
に
基
く
中
央
集
権
的
支
配
位
制
は
、

土
地
経
済
が
専
ら

支
配
的

rc
あ
る
時
代
に
は

旭
川
山
ゼ
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、

u
u
t
k
H
M工
今

l
f
洛
J
A

」
モ
一
二
)
、

tu肘
f
F
V
M
4
小
川
U

約
百
ぬ
寸
ど
一

そ
れ
は
ヒ
嶋
の
如
吉
本
的
d
紺
供
と
の
性

質
に
差
異
を
生
ぜ
し
む
る
一
つ
の
事
情
と
な
っ
た
。
更
に
幕
附
の
鋭
地
邸
ち
所
詣
天
舗
は
、
江
戸
・
京
都
・
大
阪
・
長
崎
等
の
商
品

経
桝
設
建
の
上
に
恒
裂
な
る
地
域
を
包
含
し
、
而
も
そ
れ
は
自
由
市
場
と
し
て
開
放
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
之
に
封
し
て
諸
侯
は
一
所
に

回
っ
て
存
在
す
る
領
土
の
上
に
能
ふ
限
り
自
給
自
足
の
経
怖
を
替
ま
ん
と
し
、
前
漣
の
如
き
政
策
特
に
移
出
入
に
草
賠
を
世
く
経
消

の
統
制
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
徳
川
時
代
の
経
持
続
制
を
考
へ
る
上
に
於
て
、
最
も
重
鮪
を
誼
く
べ
き
統
制
主
髄
は
、
諸
大
名
で
あ
っ
た
と
い
は
ね
ば

な
ら
ぬ
。

徳
川
時
代
の
経
済
統
制

九
七



徳
川
時
代
の
経
済
統
制

九
八

次
に
統
制
の
客
悌
及
内
容
に
就
て
見
ょ
う
。

先
づ
統
制
の
客
惜
は
、
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
明
か
な
る
如
く
、
町
人
階
級
及
び
商
品
生
産
に
従
事
す
る
側
副
よ
り
見
た

農
民
階
級
で
あ
っ
た
。
欧
洲
諸
閣
に
於
て
は
貨
幣
経
済
の
設
建
す
る
頃
に
は
、
商
工
業
者
の
集
住
す
る
楽
落
は
、
封
建
領
主
か
ら
奥

へ
ら
れ
た
特
許
駄
に
謀
者
、
州
諸
自
治
都
市
を
形
成
し
、
封
建
的
危
政
治
支
配
の
圏
外
に
殆
ど
調
立
の
地
位
を
占
め
て
ゐ
売
。
我
問
幽

に
於
て
も
中
川
一
木
山
刑
に
は
、
州
廿
向
博
多
一
等
の
都
市
は
同
織
の
地
位
佐
私
一
得
せ
ん
と
す
る
が
知
き
紙
法
に
あ
っ
た
が
、
諸
大
名
の
偵
閥

制
度
の
強
き
力
に
押
さ
れ
て
そ
の
瑚
芽
を
摘
み
取
ら
れ
、
そ
の
領
土
の
一
構
成
部
分
と
た
っ
て
し
ま
っ
た
。
江
戸
・
大
阪
・
京
都
の

如
き
自
由
市
揚
に
存
す
る
都
市
も
、
政
治
的
に
見
れ
ば
封
建
的
支
配
の
圏
外
に
る
つ
も
ん
・
わ
け
で
は
な
く
、
幕
府
の
任
命
ナ
る
町
奉
行

た
る
役
人
が
そ
の
行
政
の
長
官
で
あ
っ
た
。
従
う
て
都
市
に
居
住
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
白
ら
の
大
を
致
し
得
る
商
人
も
手
工
業
者
も
、

封
建
的
支
配
の
博
外
に
在
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

営
時
の
農
民
は
、
前
誕
の
如
く
そ
の
身
分
的
地
位
は
著
し
〈
向
上
し
、

た
と
ひ
岡
地
の
永
代
質
問
貝
や
分
地
に
闘
し
て
禁
止
叉
は
制

限
を
蒙
。
て
居
担
、
ま
た
峨
業
及
び
居
住
の
移
轄
に
つ
い
て
自
由
を
奪
は
れ
て
居
っ
た
と
は
い
で

一
部
の
人
K

の
論
中
る
が
如
く

純
粋
の
農
奴
で
は
な
か
っ
た
。
併
し
土
地
を
給
輿
さ
れ
た
代
償
と
し
て
封
建
領
主
に
年
貢
を
上
納
し
た
限
り
に
於
て
は
、
土
地
を
媒

介
と
す
る
上
下
主
従
の
身
分
闘
係
が
主
た
る
枇
命
日
闘
係
を
構
成
し
て
ゐ
た
こ
と
は
勿
論
で
る
っ
て
、
そ
の
黙
に
於
て
は
統
制
を
云
潟

ず
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
っ
た
。
併
し
乍
ら
、
農
家
の
自
給
経
済
の
一
実
と
し
て
生
産
せ
ら
れ
て
ゐ
た
木
綿
・
紙
・
蝋
等
の
日
常
生

活
用
品
は
、
蛍
時
に
於
て
は
既
に
商
品
化
せ
る
も
の
多
く
、
従
っ
て
地
方
的
特
産
物
と
し
て
普
く
る
一
凶
に
知
ら
れ
た
も
の
も
少
〈
な

か
っ
た
。
寅
に
営
時
大
量
的
に
需
要
せ
ら
る
L
日
常
生
活
用
品
の
生
産
は
、
欧
経
巴
の
都
市
粧
拙
何
時
代
に
於
砂
る
が
如
〈
都
市
的
で



は
な
く
、
事
ろ
同
合
的
で
あ
っ
て
、

と
の
側
面
よ
れ
ν
見
れ
ば
、
農
民
も
亦
そ
の
生
産
品
川
動
に
於
て
納
租
の
た
め
の
農
耕
生
所
と
具
る

枇
合
闘
係
、
印
ち
商
品
生
用
闘
係
に
入
り
込
み
、
従
っ
て
町
人
と
同
じ
ヌ
揚
に
立
っ
て
経
桝
統
制
の
客
鵠
と
な
っ
た
の
で
る
る
。

尤
も
こ
h

に
一
一
一
己
す
べ
き
は
、
常
時
の
町
人
並
に
農
民
の
身
分
で
あ
る
。
彼
等
は
如
何
に
自
由
の
身
分
で
あ
っ
た
と
は
い
へ
、
そ

れ
は
欧
緯
巳
の
自
治
都
市
の
市
民
の
如
く
、
或
は
資
本
主
義
枇
合
の
市
民
の
却
く
自
由
で
る
っ
た
わ
け
で
は
友
く
、
そ
れ
は
封
建
制

度
な
る
持
内
に
於
け
る
自
由
で
あ
っ
た
。
貨
幣
闘
係
の
枇
命
日
に
於
て
は
、
武
士
階
級
と
踏
も
町
人
の
前
に
は
一
腹
万
と
持
と
を
と
ら

ね
ば
注
ら
な
か
っ
た
と
は
い
へ
、
町
人
階
級
は
領
主
の
命
令
に
は
御
無
現
御
占
ん
も
で
膝
詰
し
な
け
れ
ば
な
ら
友
か
っ
た
。
御
用
金
や

強
制
的
左
大
名
貸
は
こ
の
鮎
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
況
や
農
耕
生
活
の
側
聞
に
於
て
封
建
闘
係
が
維
持
せ
ら
れ
し
農
民
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
闘
係
が
全
両
的
に
抜
大
せ
ら
れ
.
閣
品
生
涯
に
於
て
も
償
ド
一
の
命
令
に
は
絶
剥
的
に
服
従
し
一
託
け
れ
ば
た
ら
た
か
っ
た
。

LHぐ
』
t
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'
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、

九
日
叶
一
一

J
J
ι
r
t
r
J
H
V
J
ん
ト
レ
ト
し

い
は

v
飼
主
の
た
め
に
一
行
主
を
一
吋
刑
さ
れ
る
が
如
き
劇
係
に
あ
勺
た
の
で
あ
勺
て
、

今
日
の
如
く
同
家
た

る
生
命
憾
の
一
分
子
と
し
て
そ
の
人
格
を
完
成
し
得
る
と
い
ふ
が
如
き
、
或
は
個
人
が
主
ぜ
あ
っ
て
図
家
は
そ
の
生
命
・
財
産
及
び

閏
山
活
動
の
保
護
者
で
る
る
と
い
ふ
が
如
き
闘
係
に
あ
っ
た
も
の
で
は
左
い
。

かも
A

る
闘
係
か
ら
し
て
営
時
の
経
済
統
制

ω
内
容
も
自
ら
規
定
せ
ら
れ
る
。

一
言
に
し
て
い
へ
は
、

そ
れ
は
卸
地
粧
し
併
の
維
持
存

績
と
封
建
領
主
自
身
の
宵
強
と
を
刷
る
に
る
っ
た
。

顧
る
に
徳
川
時
代
、
米
は
単
に
生
活
手
段
た
る
の
み
左
ら
や
貢
納
の
手
段
で
も
あ
っ
た
。

と
の
雨
手
段
に
十
分
に
供
し
得
る
程
の

卒
担
一
地
域
に
於
て
は
、
農
民
は
旧
作
に
主
力
を
注

vq
、
之
に
よ
っ
て
生
活
を
維
持
し
得
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
十
分
で
左
い
山
間

村
落
若
く
は
地
味
礁
一
碗
な
る
地
域
に
於
で
は
、
穀
物
以
外
の
生
産
物
に
留
意
し
、
之
に
よ
っ
て
自
己
の
生
活
を
維
持
す
る
と
同
時
に
、

徳
川
時
代
の
経
済
統
制

九
九
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領
民
と
し
て
の
生
活
を
管
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
認
に
於
て
考
慮
せ
ら
れ
た
の
が
、

白
給
経
済
を
超
脱
す
る
意
味
で
の
手
工
栄
で

る
つ
℃
、
海
損
村
落
の
盟
業
は
い
は
や
も
が
友
、

山
間
部
落
の
製
紙
業
、
製
蝋
業
等
も
概
ね
そ
の
類
で
あ
っ
た
。

此
事
と
封
建
領
主

の
統
制
と
の
聞
に
は
自
ら
聯
闘
が
る
っ
た
。
米
に
代
る
ぺ
き
責
納
を
硲
保
し
て
自
己
の
維
持
に
資
す
る
と
同
時
に
、
か
ミ
る
地
域
の

農
民
に
生
活
の
安
定
生
興
ふ
る
こ
と
之
れ
ぜ
あ
る
。

而
も
領
主
の
財
政
に
於
け
る
貨
幣
支
出
の
必
泌
が
川
引
な
し
、
地
引
く
同
財
政
が
次

第
に
窮
乏
し
て
、
江
戸
・
大
政
・
京
都
等
製
す
る
に
箭
外
に
於
て
費
す
令
一
鋭
を
入
手
す
る
必
裂
が
従
々
浦
一
切
と
な
る
や
、

か
l
L

る
特

産
物
の
統
制
に
以
殊
に
多
く
の
努
力
を
致
ー
と
と
t
A

為
。
た
ロ

而
し
て
こ
の
努
カ
は
史
に
進
ん
で
、

か
t

ふ
る
地
域
の
も
の
た
る
と
否

と
を
問
は
や
、
卸
内
の
あ
ら
ゆ
る
主
要
生
産
業
に
及
ぶ
に
至
っ
た
。

そ
の
統
制
に
は
、
生
産
過
程
に
闘
す
る
も
の
と
、
販
高
見
過
程
に
闘
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
見
れ
ば
原
料
の
供
興
、

生
産
資
金
斎
く
は
生
活
資
金
の
貸
奥
の
如
き
直
接
的
友
勧
奨
政
策
が
と
ら
れ
、
或
は
領
内
に
産
す
る
と
同
種
製
品
の
移
入
制
限
が
講

ぜ
ら
れ
た
。
後
者
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
領
内
産
物
若
く
は
移
入
品
の
販
一
買
を
統
制
し
て
古
耳
目
見
利
潤
を
奉
げ
ん
と
す
る
と
と
も
行
は
れ

た
が
、
注
意
す
べ
き
は
領
外
移
出
に
闘
す
る
統
制
で
あ
る
。
之
に
於
て
は
先
づ
巌
重
な
る
製
品
検
査
が
脚
行
せ
ら
れ
た
。
査
し
大
阪
・

江
戸
共
他
の
集
散
市
揚
・
消
費
市
揚
に
は
、
各
地
よ
り
同
類
の
商
品
が
集
る
を
以
て
、
品
質
の
低
下
は
直
ち
に
販
責
数
量
並
に
債
格

に
影
響
を
及
ぼ
し
、

そ
れ
は
ま
た
直
ち
に
領
主
の
財
政
並
に
領
民
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
次
は
販
買
の
方
法
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
問
屋
株
仲
間
の
手
を
経
る
に
非
ざ
れ
ば
専
貰
叉
は
之
に
近
い
方
法
が
採
ら
れ
た
。
殊
に
生
産
過
程
に
於
て
生
産
資

金
十
お
く
は
生
活
資
金
の
貸
奥
が
行
は
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
製
品
の
販
買
に
も
首
然
領
主
が
闘
興
す
る
闘
係
が
成
立
し
、
然
ら
ざ
る

場
合
に
於
て
も
、
例
へ
ば
問
屋
が
荷
認
替
資
金
を
必
要
と
す
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
、
領
主
の
尉
興
が
成
立
し
得
た
。
而
し
て
此
等

ρ



場
合
に
領
主
が
蒋
札
た
る
貨
幣
夜
行
構
を
持
っ
て
ゐ
た
こ
と
が
、
重
要
た
可
能
僚
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
左
ら
ぬ
。

而
し
て
販
費
過
程
に
於
け
る
統
制
は
更
に
領
外
に
ま
で
及
ん
だ
場
合
が
あ
る
。
阿
波
藩
が
大
阪
・
江
戸
等
に
叢
寅
場
株
を
定
め
し
如

き
、
姉
路
漆
が
大
阪
の
問
屋
を
無
腕
し
て
木
綿
の
江
戸
直
迭
を
行
ひ
、
以
て
そ
の
販
寅
を
江
戸
の
指
定
商
人
に
狗
占
せ
し
め
た
る
が

如
き
、
之
れ
で
る
る
。

要
す
る
に
徳
川
時
代
の
経
済
統
制
は
、
主
と
し
て
領
内
の
特
産
物
若
〈
は
草
嬰
物
産
の
生
産
並
に
販
賢
に
闘
興
す
る
と
と
ろ
の
農

民
及
び
町
人
を
客
般
と
し
て
行
は
れ
、

そ
の
内
容
乃
五
目
棋
は
領
地
経
済
の
緋
持
と
封
控
前
主
自
ら
の
ん
吊
強
を
阿
る
に
わ
っ
た
。
尤

も
そ
仇
は
飼
主
の
取
在
る
私
利
私
慾
の
み
に
問
た
も
の
で
は
注
い
。

よ
っ
て
次
に
統
制
の
必
然
性
並
に
之
と
関
聯
し
て
そ
の
可
能
性

を
考
察
し
よ
う
。

1~1E1 

そ
の
必
然
性
と
は
要
す
る
に
土
地
経
済
左
貨
幣
終
怖
と
の
矛
盾
で
あ
っ
て
、

そ
の
矛
盾
と
は
一
一
言
忙
し
て
い
へ
ば
、
封
建
的
生
産

関
係
を
茶
礎
と
し
、
そ
の
一
翼
と
し
て
設
建
せ
る
商
業
資
本
が
、
直
接
間
接
に
農
民
を
犠
牲
と
す
る
と
と
に
よ
っ
て
自
己
を
携
大
す

る
と
共
に
、

そ
の
生
産
闘
係
を
崩
壊
に
導
き
つ
ミ
あ
っ
た
欣
態
を
指
す
。
具
般
的
に
一
一
一
ロ
へ
ば
土
地
の
生
還
に
恭
礎
を
泣
き
乍
ら
貨
幣

経
済
に
入
り
込
む
こ
と
を
徐
儀
友
く
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
諸
侯
の
財
政
の
窮
乏
で
あ
る
。
商
業
資
本
の
費
途
・
貨
幣
経

済
の
進
展
そ
れ
自
身
は
、

土
地
の
生
産
力
の
殻
達
、
従
っ
て
生
じ
た
農
家
の
刺
徐
生
産
物
の
増
加
と
い
ふ
こ
と
を
原
動
力
と
し
た
も

の
で
あ
る
が
、

一
度
そ
れ
が
識
は
建
す
る
や
、
今
度
は
逆
に
農
村
生
活
を
困
難
た
ら
し
め
、

土
地
の
生
産
力
に
直
接
茶
礎
を
置
ぐ
封
建

領
主
の
財
政
を
窮
乏
に
導
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
る
る
。

徳
川
時
代
の
経
済
統
制
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而
も
組
法
は
之
を
県
守
せ
ざ
る
ぺ
か
ら
や
、
主
姿
な
る
財
源
は
依
然
と
し
て
之
を
農
民
の
納
む
る
貢
租
に
様
り
、
町
人
か
ら
器
業

牧
谷
枕
涜
く
は
所
得
税
の
如
き
租
税
を
徴
牧
す
る
こ
と
に
は
考
へ
及
ば
泣
か
勺
た
。
プ
小
口
虫
T
w
h

リ
初
期
に
於
て
は
、
町
人
を
優
遇
し
て
城

下
町
を
繁
柴
せ
し
め
ん
と
の
意
を
以
亡
、
町
地
の
地
子
を
免
除
す
る
が
如
合
事
を
行
ひ
、
ま
た
町
人
か
ら
運
上
。
笠
(
加
佐
牧
納
す
る

に
し
℃
も
、
そ
れ
は
徴
牧
す
る
の
?
は
な
く
て
、

U
A
?
っ
岡
田
U
恭
謝
の
意
味
で
町
人
が
奉
納
す
る
か
ら
受
取
る
佐
ひ
の
軽
い
意
味
の
も

の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
和
税
収
入
の
み
任
以
て
は
財
政
を
賄
ふ
に
足
ら
ざ
る
阪
出
に
立
一
全
っ
た
こ
と
は
岱
然
で
あ
っ
た
。
土
地
紙
桝

に
依
存
す
る
と
と
を
廃
め
、
封
建
的
た
分
離
統
治
の
政
治
組
織
を
際
止
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
別
個
の
問
題
で
あ
る
が
、
有
も
主
地
経

済
に
依
存
し
、
領
閣
を
統
治
す
る
の
欣
態
を
維
持
ぜ
ん
と
す
る
限
り
、
諸
侯
は
何
ら
か
の
財
政
救
消
策
乃
至
猫
立
経
消
の
維
持
策
を

誹
ぜ
な
け
れ
ば
た
ら
た
か
っ
た
。

そ
の
方
策
は
多
種
多
様
に
亙
る
が
、
注
目
す
ぺ
き
は
以
上
述
ぺ
し
が
如
き
意
味
に
於
け
る
経
怖
の
統
制
で
あ
る
。
即
ち
貨
幣
経
済

に
即
癒
し
、
之
に
閥
係
あ
る
町
人
並
に
農
民
の
活
動
を
統
制
し
て
商
業
利
潤
を
獲
得
せ
ん
止
す
る
方
策
之
れ
で
あ
る
。
従
O
て
徳
川

時
代
の
経
情
統
制
は
、
貨
体
経
済
・
商
品
経
済
の
抽
出
逮
の
必
然
的
結
川
市
で
あ
り
、
財
政
の
窮
乏
を
直
伎
の
動
機
と
し
て
生
れ
た
も
の

で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

然
ら
ば
諸
侯
が
斯
く
の
如
き
統
制
を
行
ひ
得
た
可
能
的
根
擦
は
何
庭
に
存
し
た
か
。
之
に
つ
い
て
は
既
に
所
々
に
於
て
述
べ
た
が
、

要
約
す
れ
ば
第
一
は
諸
侯
が
強
大
な
る
政
治
的
支
配
力
佐
有
せ
し
こ
と
、
並
に
諸
侯
は
幕
附
と
異
り
、
領
内
の
粧
品
川
に
封
し
で
も
強

き
支
配
力
を
有
せ
し
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
は
製
品
の
検
査
と
い
ふ
が
如
き
揚
ム
口
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
集
散
市
揚
に
於
て
は
、

之
を
取
扱
ふ
商
人
の
名
前
よ
り
も
、
寧
ろ
蒋
の
一
名
前
に
重
き
を
置
い
て
取
引
せ
ら
れ
た
る
が
如
き
之
れ
守
あ
る
。
第
二
は
徳
川
時
代



が
封
建
枇
曾
で
あ
り
乍
ら
そ
れ
は
中
央
集
楼
的
で
あ
り
、
従
つ
℃
貨
幣
経
済
丹
波
遣
の
上
に
橿
妥
友
る
大
都
市
hr
一
包
含
す
る
一
ベ
舗
が
白

市
市
場
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
諸
藩
の
商
品
が
相
互
に
移
出
入
さ
れ
る
場
合
に
於
て
も
、

一
度
大
阪
共
他
の
商
人
の
手
を

経
る
と
と
が
必
要
で
あ
り
‘
ま
た
使
(
日
で
あ
っ
て
、

さ
れ
ば
こ
を
大
阪
に
は
諸
藩
の
蔵
屋
敷
が
設
け
ら
れ
、
江
戸
・
京
都
に
も
類
似

の
取
引
機
闘
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
更
に
い
へ
ば
中
央
集
権
的
政
治
に
附
…
腹
ず
る
会
園
経
済
化
の
後
展
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
可

能
的
根
嫁
が
る
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
は
蒋
札
の
後
行
で
あ
る
。
諸
侯
は
切
貨
に
要
求
す
る
余
銀
貨
幣
の
鋳
造
機
は
之
を
有
せ
ざ
り

し
も
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
領
内
限
り
通
用
の
蒋
札
を
強
行
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
務
札
の
設
行
は
単
に
通
貨
の
創
浩
で
あ
る
の
み

な
ら
や
、
資
本
の
法
山
川
で
も
あ
っ
た
。
諸
侯
は
之
K
よ
っ
て
商
人
の
商
業
資
本
以
上
の
資
本
力
を
得
、
以
て
生
産
過
程
の
み
左
ら
A
Y

販
資
過
程
に
も
統
制
を
加
へ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る

3

j~L 

以
上
の
如
き
必
然
性
と
可
能
性
と
に
基
い
て
行
は
れ
た
経
怖
の
統
制
は
、
歴
史
的
に
如
何
在
る
意
義
を
有
し
た
か
。
先
づ
そ
れ
は

封
定
領
主
が
土
地
経
済
よ
り
貨
幣
経
済
へ
、
そ
の
存
立
基
礎
の
締
換
を
闘
ら
ん
と
せ
し
も
の
な
る
ζ

と
を
一
不
ナ
。
特
に
領
主
が
生
産

者
に
射
し
て
は
問
屋
の
地
位
を
、
問
屋
に
針
し
て
は
大
問
屋
の
地
位
を
占
め
て
、
賀
民
利
潤
の
分
配
に
直
接
奥
ら
ん
と
す
る
に
至
れ

ぽ
、
そ
れ
は
ま
さ
に
諸
侯
の
費
質
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
商
人
化
傾
向
を
示
す
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
勿
論
か
L
る
統
制
は
町

人
の
経
済
活
動
を
全
然
排
除
し
た
わ
け
で
は
友
く
、
等
ろ
一
彼
等
と
の
提
携
が
行
は
れ
場
合
が
少
く
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
逆
に
町
人

の
活
動
を
自
由
に
放
任
せ
し
も
の
で
は
更
に
な
く
、
従
っ
て
経
済
の
愛
国
岐
を
自
由
主
義
の
方
向
へ
導
い
た
も
の
で
は
一
泣
く
、
依
然
と

し
て
封
建
的
友
、
換
言
す
れ
ば
、
領
主
が
領
主
と
し
て
有
せ
し
支
配
楼
を
費
動
し
て
行
へ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

徳
川
時
代
の
印
税
情
緒
制

O 



徳
川
時
代
目
如
純
情
統
制

C 
四

か
つ
て
蒋
侍
一
圭
賀
仕
法
の
歴
史
的
意
義
の
一
っ
と
し
て
諸
侯
の
商
人
化
を
皐
げ
た
の
に
剖
し
、
西
村
桁
氏
か
ら
中
川
の
や
う
な
批
評

を
受
け
た
。
『
(
専
棄
)
管
一
施
の
終
局
の
目
標
は
領
主
財
政
再
建
に
あ
り
、
そ
の
脂
血
念
目
標
と
し
て
所
謂
五
貨
の
吸
牧
が
決
定
的
在
地
位

を
占
め
、

利
円
分
と
し
て
の
所
謂
商
弐
利
潤
の
粗
削
占
が
目
的
友
の
で
は
左
か
っ
た
。

一
見
商
業
資
本
の
そ
れ
と
何
等
異
る
と
と
る
の
友

い
と
の
機
構
の
流
通
へ
の
閥
興
・
統
制
機
能
を
粛
一
蹴
し
て
直
ち
に
藩
の
一
商
人
化
」
を
結
論
し
乃
至
は
か

J
心
機
構
設
置
の
放
を
も
っ

C
落
の
何
得
。
か
の
縛
質
と
注
す
見
解
は
、
す
ペ
エ
謬
っ
て
ゐ
る
。
政
策
が
輿
へ
た
一
販
の
山
川
町
川
は
、
決
定
的
に
落
の
小
岡
家
と
し
て

の
一
日
劇
性
た
一
る
紙
幣
吟J
行
株
に
的
来
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
肌
動
性
は
文
、
劉
象
た
る
商
品
の
生
原
宥
と
の
聞
係
の
直
提
化
、
自
生

的
に
そ
れ
を
支
配
す
る
に
い
た
っ
た
貿
占
資
本
の
魔
除
に
よ
る
農
民
隷
属
闘
係
の
振
荷
、

に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
。
(
中
略
)

て
来
せ
ば
、
専
吉
田
頁
政
策
は
、
領
主
の
主
観
的
に
も
客
観
的
に
も
全
反
動
的
在
時
局
制
策
で
あ
っ
た
』
と
。

一一一一一回にし

庶
民
の
宮
賓
よ
り
も
支
配
者
の
富
強
を
闘
る
と
と
が
、
専
貰
共
他
諸
々
の
粧
品
川
統
制
の
某
調
で
あ
る
封
建
一
位
舎
に
於
て
は
、
庶
民

経
済
力
の
設
展
と
い
ふ
観
貼
よ
り
見
れ
ば
、
か
a
A

る
粧
済
政
策
は
す
べ
て
反
動
的
で
あ
り
、
ま
た
か
も
ゐ
る
反
動
は
封
建
一
枇
舎
の
持
内

に
於
て
は
常
住
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
恰
も
資
本
主
義
枇
舎
に
於
て
資
本
主
義
粧
品
何
の
改
良
乃
至
延
命
を
闘
る
政
策
は
全
て
反

動
的
で
あ
る
と
い
ふ
が
如
く
、
反
動
的
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
そ
れ
自
身
既
に
無
意
味
で
あ
る
。
た
日
か
ミ
る
政
策
が
固
有
の
封
建
闘

係
に
基
い
て
、
換
言
す
れ
ば
土
地
経
済
に
則
し
て
行
は
れ
た
か
、

又
は
貨
幣
経
済
・
商
品
経
済
に
依
披
し
て
行
は
れ
た
か
に
‘
時
代

的
・
歴
史
的
特
牲
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
か
t
A

る
意
味
に
於
て
営
時
の
経
済
統
制
が
諸
侯
の
商
人
化
放
る
一
一
闘
を
有
し
た
と
栴
す

る
と
と
は
決
し
て
誤
り
で
は
た
〈
、

叉
反
動
政
策
と
い
ふ
概
念
と
も
決
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
へ
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。

徳
川
時
代
の
経
済
統
制
は
、
上
漣
の
如
き
意
義
を
有
す
る
と
同
時
に
、
商
人
資
本
が
封
建
領
主
と
の
結
合
に
於
て
蓄
積
せ
ら
れ
た
過
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程
を
一
不
す
。
か
込
る
賠
に
封
建
枇
舎
に
於
け
る
商
業
資
本
蓄
積
の
特
異
性
が
存
し
た
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
経
済
統
制
、
専
賀
政
策

は
、
軍
在
る
時
局
針
策
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
友
く
、
厩
史
的
必
然
的
た
も
の
で
あ
う
た
。

以
上
の
如
き
粧
品
何
の
統
制
に
上
っ
て
諸
侯
は
戎
る
程
度
財
政
の
窮
欣
を
調
縫
す
る
と
と
を
得
、
封
建
的
な
政
治
及
枇
舎
関
係
を
多

少
と
も
に
維
持
存
績
す
る
と
と
が
出
来
た
。
加
之
諸
伎
の

b
る
も
の
は
と
れ
に
よ
っ
て
得
た
と
こ
ゐ
の
も
の
を
以
て
、
幕
末
に
は
武

器
・
艦
舶
の
製
造
又
は
購
入
の
資
に
定
て
る
と
と
が
出
来
、
幕
末
動
飢
期
の
費
用
を
賄
ふ
こ
と
が
出
来
た
。
併
し
乍
ら
か

L

る
統
制

に
よ
っ
て
、

土
地
経
済
と
貨
幣
粧
品
問
と
の
矛
盾
は
完
全
に
打
開
せ
ら
れ
得
友
か
っ
た
。
蓋
し
土
地
経
済
よ
り
貨
幣
経
済
へ
の
存
立
基

礎
の
怖
換
に
は
、
吋
怨
制
度
一
な
お
閉
山
田
作
が
椴
存
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

h
k
る
問
に
町
人
資
本
力
の
陪
痴
は
政
策
。
一
時
便
計
一
嬰
求

し
、
か
く
て
維
新
の
礎
革
を
経
で
、
庶
民
経
内
力
の
仲
張
を
闘
一
る
こ
と
に
津
知
を
情
一
く
新
た
な
る
経
怖
政
策
が
行
ば
れ
る
と
と
に
注

っ
た
の
で
あ
る
。

徳
川
時
代
の
経
済
統
制

O 
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